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令和８年４月１日発行

花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
花と緑と水のまち

宮崎県 三股町

笑
顔
で
見
上
げ
る
そ
の
先
に

明
る
い
未
来
が
あ
る
と
信
じ
て

三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。
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ありがとう。2021年11月
おかげさまで開館20周年 2044

1年間のお金の使い方が決まりました
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まちドラ！2026の詳しい情報は、決まり次第ホームページなどでお知らせいたします。

まちドラ！ キックオフイベント　シアターフェスティバル「春」2026
演劇などの、ショートパフォーマンスを楽しめる日「ショートショートの日」
高校演劇の公演が楽しめる日「高校演劇の日」
●日時　4月25日（土）14：00開演　ショートショートの日　●会場　三股駅
　　　　4月26日（日）14：00開演　高校演劇の日　●会場　三股町立文化会館
★入場無料

プレドラ！　まちドラ！一週間前の演劇公演！

田丸家の主、田丸誠(76)がある日突然姿を消した。離れて暮らす四姉妹の出動だ!失踪?
徘徊?はたまた女性問題?行方を追うごとに父の深い孤独を知る娘たち。親の老い、空き家
問題、孤独死………………。四姉妹を通し、誰もが直面する社会問題を提起する。
●作　　森馨由(劇団HIT! STAGE) 　●演出　池田美樹 (劇団きらら)
●出演　森タカコ(劇団HIT! STAGE)、古賀今日子(yum yum cheese!)
　　　　松本恵(F's Company)、池田美樹(劇団きらら)　●ギター演奏　柳田裕輔
●日時　5月16（土）18：00開演　5月17日（日）11：00／15：00開演
　　　　※開場は開演の30分前
●会場　三股町立文化会館　ホール
●チケット料金　一般3,000円、U25割1,500円　※当日各500円アップ

カクドラ！　演劇の台本をためしに書いてみよう！

体験型講座「90分でせりふ書いてみる？」
初心者におススメ！演劇の台本を書く体験ができる講座です。
簡単な会話をつないでせりふにして、自分だけの台本『ドラマ』を書き上げよう！

「まちドラ！」開催期間中「俳優たちが演じてくれる」特典付です！
●日時　5月22日（金） 午後７時30分～ ●会場　三股町立文化会館・会議室
●参加無料（事前に申し込みが必要です)

ヨムドラ！　演劇をまちなか劇場で楽しもう！

まちなかに特設する３つの小劇場にて、町民３チームと九州で活躍する３つの劇団が、短
編劇６作品を上演いたします！町民チームの演出は全国各地で活躍する３人の実力派演
出家たち！いろんな色の６作品を一度に楽しめる公演です。
●日時　5月23日（土）・24日（日）開催！　●会場　まちの特設３劇場
●上演劇団　演劇集団非常口(鹿児島)、劇団鳴かず飛ばず (鹿児島)、CONTE&ACT器(熊本) 
●�町民チーム演出家　村田青葉(演劇ユニットせのび・岩手)、濱田明良(演劇ユニットチッ

クタックパーク・宮崎)、五島真澄(PUYEY・福岡)

ミルドラ！　演劇をホールで楽しもう!!

精神科の受付を訪れた男が、受付の女に翻弄され、募金、アイバンク
登録、献体…と了承させられていく不条理コント的喜劇。

「受付」
●作　　別役実　●演出　荒木宏志(劇団ヒロシ軍)
●出演　荒木宏志、古賀俊作(万能グローブ ガラパゴスダイナモス)
●日時　5月23日（土）19時開演・24日（日）16時開演
●会場　三股町立文化会館 ホール

まちなかでドラマに出会える３日間！
2026年４月～５月、みまたの町の演劇祭「まちドラ！」関連のイベントが開催されます！今年も三股のまちで演劇ざんまい！
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劇団HIT! STAGE「田丸家をぶっ壊せ!」



大
切
な
予
算

※�グラフは四捨五入のため、実際の数字と一致しない場合があります。
※表は四捨五入のため、小計・合計欄の数字と一致しない場合があります。

町税町税
25億1,544万円25億1,544万円
17.4％17.4％

地方交付税地方交付税
35億258万円35億258万円
24.3％24.3％

国庫支出金国庫支出金
32億1,842万円32億1,842万円

22.4％22.4％

その他その他
21億8,783万円21億8,783万円
15.2％15.2％

町債町債
4億2,260万円4億2,260万円
2.9％2.9％

県支出金県支出金
16億5,570万円16億5,570万円

11.4％11.4％

その他その他
9億743万円9億743万円

6.3％6.3％

自主財源自主財源
47億327万円47億327万円
（32.6％）（32.6％）

依存財源依存財源
97億673万円97億673万円
（67.4％）（67.4％）

義務的経費義務的経費
経常的経費経常的経費

投資的経費投資的経費

74億9,568万円74億9,568万円
（52.0％）（52.0％）

54億5,173万円54億5,173万円
（37.8％）（37.8％）

人件費人件費
22億1,107万円22億1,107万円
15.3％15.3％

物件費物件費
23億6,817万円23億6,817万円

16.4％16.4％

繰出金繰出金
11億1,167万円11億1,167万円

7.7％7.7％

14億6,259万円14億6,259万円
10.2％10.2％

その他その他
19億7,189万円19億7,189万円

13.7％13.7％

公債費公債費
7億4,770万円7億4,770万円
5.2％5.2％

扶助費扶助費
45億3,691万円45億3,691万円
31.5％31.5％

住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の

令和８年度当初予算

令和８年度予算内訳 用語説明
◦義務的経費…�制度的に支出が義務付けられている

経費。　
　・人件費……職員給与、議員・非常勤職員報酬など。
　・扶助費……�高齢者、児童、障害者などに対して

行う支援のための経費。
　・公債費……町の借金などを返還する経費。
◦経常的経費…�毎年度持続して固定的に支出される

経費。
　・物件費……�賃金、旅費、交際費、需用費などの

経費。
　・繰出金……�一般会計、特別会計、基金の間で、

相互に資金運用をするための経費。
◦投資的経費…�各種社会資本整備など支出の効果が

長期にわたる経費。

令和８年度　会計別予算額
会計名 予算額 前年比（％）

一般会計 144億1,000万円 ⬇ △  1.0％
特別会計 58億   436万円 ⬆ 4.2％

国民健康保険事業 28億4,270万円 ⬆ 1.5％
後期高齢者医療保険事業 3億9,422万円 ⬆   9.4％
介護保険事業 25億4,524万円 ⬆  6.7％
介護保険サービス事業 2,220万円 ⬆ 1.4％
企業会計（収益的収入） 9億   259万円 － －

水道事業 4億2,704万円 ⬆  1.0％
下水道事業 4億7,556万円 ⬆ 0.7％

合　計 211億1,695万円 － －

歳入
144億1,000万円

３
月
に
行
わ
れ
た
町
定
例
議
会
で
、
令

和
８
年
度
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町
総
合
計
画
で
掲
げ
る
ま
ち
の
将
来
像

「
自
立
と
協
働
が
織
り
な
す
元
気
あ
ふ

れ
る
ま
ち
三
股
」の
実
現
に
向
け
た
予

算
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
快
適

に
生
活
で
き
る
た
め
の
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
予
算
の
概

要
と
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
暮
ら
し
が
息
づ
く
場
を
つ
く
り
、
三

股
の
暮
ら
し
の
魅
力
を
高
め
る
」場
を
実

現
す
る
た
め
、
昨
年
６
月
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法

（
注
）を
採
用
し
た
実
施
方
針
や
要
求
水
準

書
な
ど
を
公
表
し
ま
し
た
。
11
事
業
者
で

構
成
さ
れ
る
地
域
密
着
型
の「
み
ま
た
ん

ま
ん
な
か
共
同
事
業
体
」か
ら
応
募
が
あ

り
、
有
識
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
選
考
委

員
会
で
厳
正
な
審
査
を
経
て「
優
先
交
渉

権
者
」に
決
定
。町
、ま
ち
づ
く
り
合
同
会

社
み
ま
た
、
共
同
事
業
体
の
三
者
で
基
本

契
約
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
で

は「
設
計
施
工
一
括
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」の
議
案
を
上
程（
可
決
さ
れ
ま
し
た
）。

今
後
、
令
和
10
年
度
供
用
開
始
に
向
け
て

着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

農
畜
産
業
へ
の
支
援

基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
産
業
の「
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
」、「
作
業
の
効
率
化
」、

「
農
家
の
所
得
向
上
」や「
新
規
就
農
者
の

確
保
」な
ど
を
図
り
ま
す
。
農
業
全
般
を

通
し
て
、
農
業
資
材
な
ど
の
価
格
高
騰
に

対
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
農
業
従

事
者
が
減
少
す
る
中
で
持
続
可
能
な
力
強

い
農
業
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
規
就
農
を
目
的
と
し
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
よ
っ
て
集
落
営
農

令
和
８
年
度
当
初
予
算

1
年
間
の
お
金
の
使
い
方
が
決
ま
り
ま
し
た

の
活
性
化
を
進
め
、
次
世
代
を
担
う
農
業

者
の
育
成
・
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
、
新
規
就
農
者
支
援
対

策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

結
婚
・
子
育
て
支
援

若
い
世
代
が
安
心
し
て
出
会
い
、
結
ば

れ
、
出
産
し
、
子
育
て
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
節
目
の
時
期
に
ど
の
よ
う
な
支
援

が
あ
る
の
か
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い

の
か
な
ど
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
ブ
ッ
ク
」を
作
成

し
ま
し
た
。
ま
た
、
結
婚
後
の
新
生
活
を

支
援
す
る
た
め
住
宅
取
得
、
賃
貸
や
リ
フ

ォ
ー
ム
に
関
わ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
令
和
７
年
度
は
、
若
者
の
出
会
う
機

会
創
出
の
た
め
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
複
数
件
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
策
と
し
ま
し
て
は
、
令
和

７
年
９
月
か
ら
、
第
二
子
保
育
料
の
２
分

の
１
を
助
成
す
る
保
護
者
の
負
担
軽
減
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、
国

が
新
た
に
導
入
す
る「
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
」を
開
始
し
、
子
ど
も
の
育
ち
を

応
援
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
等
人
材
確

保
支
援
事
業
を
開
始
し
、
保
育
事
業
を
運

営
す
る
法
人
が
新
卒
保
育
士
な
ど
を
確
保

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に
向
け
て

令
和
９
年
に
開
催
さ
れ
る「
日
本
の
ひ

な
た
宮
崎　
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」に
つ
い
て
は
、

本
町
で
銃
剣
道
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
競

技
会
場
の
町
武
道
体
育
館
、
練
習
会
場
の

町
体
育
館
の
施
設
整
備
を
計
画
的
に
進
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
ス
ポ
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
町
民
へ
の
啓
発
活
動
を

通
し
て
気
運
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

９
月
に
開
催
す
る
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
、
令

和
９
年
の
本
大
会
開
催
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
整
備

公
共
下
水
道
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て

お
り
、
令
和
８
年
度
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
上
米
、
東
植
木
、
西
植
木
地
区
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
は
公
共
下
水
道
の
整
備
・
進
捗
に
よ
る

汚
水
量
増
加
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
・

更
新
に
対
応
す
る
た
め
、
固
定
式
の
汚
泥

処
理
機
能
を
有
す
る「
し
尿
・
浄
化
槽
汚

泥
処
理
棟
」の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
令

和
８
年
度
末
ま
で
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
昨

年
度
と
比
べ
て
1
億
５
０
０
０
万
円
減
の

１
４
４
億
１
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
補
助
事
業
や
物

価
高
対
策
と
し
て
実
施
す
る
水
道
基
本
料
金

減
免
事
業
、
介
護
保
険
施
設
等
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
支
援
事
業
な
ど
に
よ
り
補
助
費
等
が

２
億
２
８
２
４
万
円
の
増
、
委
託
事
業
の
人
件
費

を
含
む
物
価
高
騰
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
物
件
費

が
１
億
３
０
４
３
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
昨
年
度
実
施
し
た
総
合
文
化
施
設
特
定
天

井
耐
震
改
修
事
業
や
市
郡
医
師
会
病
院
心
臓
・
脳

血
管
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
投
資
的
経
費
が
５
億
４
７
３
０
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
、生
活
全
般
の
施
策
を
経
理
す
る「
一

般
会
計
」と
、
国
民
健
康
保
険
事
業
や
介
護
保
険

事
業
な
ど
の
特
定
事
業
を
経
理
す
る「
特
別
会
計
」

に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
将
来
の

成
長
に
つ
な
が
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
偏
り
が
出
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が

ら
、各
種
基
金（
貯
金
）な
ど
限
ら
れ
た
財
源
を
将

来
に
わ
た
っ
て
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
事

務
事
業
の
取
捨
選
択
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
各
種
基
金
や
借
入
残
高
を
考
慮
し
な

が
ら
、
将
来
に
不
安
を
与
え
な
い
財
政
運
営
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
の
将
来
展
望
で
あ
る「
自

立
と
協
働
が
織
り
な
す
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
三

股
」の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策
を
行
い
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

歳出
144億1,000万円

木
佐
貫
町
長
が
施
政
方
針
を
表
明 

（
令
和
８
年
３
月
２
日
）

五
本
松
交
流
拠
点
施
設
の

設
計
・
施
工
に
着
手

（注）PPP手法
「公共施設等の建設、維持管理、運営
等を行政と民間が連携して行うこと
により、民間の創意工夫等を活用し、
財政資金の効率的使用や行政の効率
化等を図るものであり、指定管理者
制度や包括的民間委託、PFI（Private 
Finance Initiative）など」をいう。

国土交通省HP
https://www.mlit.go.jp/
sogoseisaku/kanminrenkei/1-1.
html.2月25日取得
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令和８年度当初予算の具体的な取り組み
各世代に向け、主に取り組むもの

令和８年度当初予算 令和８年度当初予算

一
般
に
向
け
た
取
り
組
み
の
中
か
ら
特
に
重
要
な
項
目
を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

①豊かな自然と共生し、安全で快適に暮らせる定住のまちづくり
②歴史と伝統を尊び、豊かな人間性と創造力を育む文教のまちづくり
③やさしさとぬくもりにあふれ、みんなが支え合う生涯健康・福祉のまちづくり
④活力ある未来を拓く、持続可能で強靭な産業のまちづくり
⑤人々の英知と努力、協働で創る自主自立のまちづくり

町は、総合計画で掲げる「五
つの基本方針」をもとに、町民
全ての人たちの住みよいまちを
つくるため、さまざまな取り組
みを行います。

その中から、世代ごとに取り
組む主なものを紹介します。

五つの基本方針

高
齢
者
世
代

ま
ち
の
皆
さ
ん
に
向
け
て

給食費負担軽減補助事業（新・継）、学校給食費支援事業（小中学校給食費物価高騰分）（継）
これまで、町内小学校・中学校に通う児童・生徒をもつ保護者の負担軽減を図るため、

小学生は物価高騰分を、中学生は全額を支援してきました。令和８年度は国の交付金や
ふるさと納税の寄附金も活用して、小学生・中学生ともに無償化します。子

ど
も
・
子
育
て
世
代

①小中学生の給食費を無償化

予算額 １億３,０９６万円

乳幼児や小・中学生の、通院、入院や薬局に係る医療費を助成し、疾病などの治療を
容易にすることで、子どもたちの健全な発育をサポートします（助成は、保険診療分のみ
対象です）。

②子どもたちに、安心・安全な医療を

小学校体育館空調機設置事業（新）、三股中学校体育館空調機設置事業（新）
学習・生活の場である体育館を児童・生徒たちが快適に利用できるようにするため、

また、災害時の避難所としての機能向上を図るために空調機を設置します。
（本年度は三股小、三股西小、三股中に設置。その他の小学校は令和９年度に設置予定）

③小中学校の体育館に空調機を設置します

梶山児童館児童クラブ女子トイレ・屋根・天井修繕（新）、三股小学校放課後児童クラブ非常口設置業務（新）
梶山児童館の屋根・天井を、雨漏り防止のために改修します。また、利用する児童や

支援員の安全衛生面の確保のためにトイレを改修します。三股小学校放課後児童クラブ
施設については、非常時や災害時の安全確保のために勝手口を設置します。

④より快適・安全な児童館に

五本松交流拠点施設整備事業（継）
イベント広場、屋根付き施設や屋内施設の設計や建設に着手し、令和９年度中に竣

工する予定です。このほか、町営五本松団地跡地周辺の公園、道路や町ふれあい中央
広場の整備も実施します。

①交流拠点施設の設計・施工を開始します

土砂災害・洪水ハザードマップ更新事業（新）
土砂災害（特別）警戒区域、洪水浸水想定区域の更新に加え、避難所情報などの更新

を行います。更新後のハザードマップは町内で配布するほか、町の防災ポータル・ア
プリ内のハザードマップも更新し、災害時の迅速な避難や被害の軽減を図ります。

⑥ハザードマップを更新します

※（新）は新規事業、（継）は継続事業です。

予算額 1億7,685万円

子ども医療費助成事業（継）

予算額 ９,３２６万円

予算額 ８７３万円

介護保険施設等原油価格・物価高騰支援金（新）、地域医療介護総合確保基金事業費補助金（継）
物価高騰の影響を受ける町内の介護施設などに支援金を交付し、介護サービスの安

定を図ります。また、地域密着型の介護サービスを充実させるため、「小規模多機能型
居宅介護事業所」や「地域密着型特別養護老人ホーム」の整備を支援します。

①介護サービスの安定的な提供に 予算額 1,439万円・9,123万円

認知症総合支援事業（継）、三股町法人後見センター事業（継）
　｢認知症サポーター養成講座｣や相談会を実施し、地域で支援する体制を構築します。
また、認知症や知的障害などにより判断能力が十分でない人に対し、町社会福祉協議会
が後見人となり、安心して日常生活ができるよう支援します。

②認知症の人やその家族のために 予算額 ７６６万円・990万円

地域リハビリテーション活動支援事業（継）
リハビリテーションに関する専門職などが講師となり、「ぴしゃトレ」や「足もと元気教

室」などの介護予防教室を開催します。また、高齢者サロンや個人宅に出向いて高齢者
の健康維持や閉じこもり防止を推進します。

③あなたの元気を支えます 予算額 １,２９８万円

「福祉用具給付事業」（継）、「高齢者補聴器購入費用助成事業補助金」など（継）
町内に住む満６５歳以上で在宅の特定高齢者に、介護予防を目的とした軽微な住宅改

修の補助と福祉用具の給付事業を行います。また、補聴器購入にかかる費用の一部補助
を行います。

④必要とする物を、必要とする人へ 予算額 583万円

予算額 ３億１,９５２万円

脱炭素化推進事業（継）
2050 年のゼロカーボンシティみまたの実現に向けて、公共施設の照明の LED 化、

太陽光発電設備の設置などを行います。また、町民や町内事業所向けに、太陽光発電
設備や定置型蓄電池などの導入にかかる経費の一部を補助します。

②町全体で「ゼロカーボンシティ」を目指します 予算額 2億5,589万円

物価高騰対策水道基本料金免除事業（新）
物価高騰の影響を受けている町民や事業者に対し、水道料金のうち基本料金を免除

することにより、日常生活や事業活動を支援します。免除の対象となるのは 2 期分（4
カ月分）で、8 月、10 月支払分の予定です。

③物価高騰対策事業（水道料金減免） 予算額 ３,８２３万円

農業経費高騰対策支援事業（新）
農業関連の経費高騰により経営に支障が生じている町内農業経営者の負担軽減を図

るために、支援金を交付します。
●交付金額…個人→５万円/経営体、法人→10万円/経営体

④物価高騰対策事業（農業者支援） 予算額 １,１１３万円

オンデマンド交通本運行支援等業務委託事業（新）
令和６年度、７年度に実証実験を行ったオンデマンド交通の本運行支援、そして、

ほかの地域への展開について、その可能性調査などを行います。
※オンデマンド交通…日時や乗降場所を予約して利用する仕組みです。

⑤くいまーるを、もっと便利に 予算額 ４９９万円

★★

★物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用する事業。

予算額 343万円

★★

★★

★★
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町のお金の出入りはどうなっているの!?

令和８年度当初予算 令和８年度当初予算

●お問い合わせ＝税務財政課 財政係　☎ 52－9637

私たちが納めている町民税、固定資産税
や軽自動車税などの町税は、町の大切な収
入源で、本年度の総収入の17.４％となって
います。普通交付税は、町の収入の中でも
一番大きい財源で23.３％です。普通交付税
とは、国から地方公共団体に交付されるも
ので、その原資は所得税、酒税などで構成
されています。自主財源も、国や県からの補
助金・交付金も、町の収入の中心になる大
切な財源であるため、減少すると町の運営
に大きな影響を与えることになります。

町税・普通交付税などの状況

町では、特定の目的のために基金（＝貯金）を積
み立てています。一般会計が持っている基金は11
種類（令和７年度末見込み）あり、どれも目的達成
のための大切な財源です。本年度は１4億１,４３２万
円を活用する予定です。このうち、町を応援するた
めに全国からいただいた「ふるさと未来寄附金」（ふ
るさと納税）の積み立てから、寄附者の意向に沿う
事業の財源として３億１,５３７万円を活用します。今
後も、将来を見据えて、基金を計画的に運用・活用
していきます。

各基金の状況

町債（＝借金）は、施設の増改築などといった大
きな事業に取り組む場合などに増えるものです。
本年度は、周辺整備を含む交流拠点施設整備事
業や小・中学校体育館等の空調整備などの資金と
して４億２,２６０万円を予算計上しています。公債費

（＝借金返済額）は、町の借金や利子などの返済に
充てる費用です。中長期間に想定される事業の借
り入れや、その返済計画などの財政シミュレーショ
ンを行い、まちの将来に負担を掛けない努力をし
ています。

町債・公債費の状況

令和3年 令和4年 令和5年 令和7年 令和8年令和6年
0

町債発行額公債費

4億2,260万円

5億7,262万円

8億90万円

2億9,296万円

7億6,579万円

7億7,277万円

2億3,604万円

7億9,127万円

3億4,818万円

9億5,120万円

7億2,739万円

7億4,770万円

2.0億円

4.0億円

6.0億円

8.0億円

10.0億円

12.0億円

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年
0

総基金残高 財政調整基金 公共施設基金

48億308万円

48億8，900万円

16億8，198万円
17億5，588万円 17億6,074万円

17億5，516万円

33億6,435万円

48億8，722万円

49億605万円
44億5,706万円

10億3,615万円
10.0億円

20.0億円

30.0億円

40.0億円

50.0億円

60.0億円

17億6,171万円

15億8,816万円
14億7,506万円

14億8,071円
13億6,329万円 11億2,091万円

8億3,033万円

25.0億円
26.0億円

27.0億円
28.0億円

29.0億円
30.0億円
31.0億円

32.0億円

33.0億円
34.0億円

35.0億円

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

31億7,108万円

31億6,456万円

29億8,066万円

32億7,961万円

34億1,508万円 33億5,258万円

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

24億3,926万円

25.0億円

25.5億円

21.5億円

22.0億円

22.5億円

23.0億円

23.5億円

24.0億円

24.5億円

23億2,446万円

23億3,435万円
23億5,167万円

25億1,544万円

24億8,057万円

普通交付税の状況 町税の状況

町総合文化施設（町立図
書館・文化会館）の吊り天
井について、建築基準法の
新基準に適合した天井脱落
対策を行いました。令和７
年７月～３月までの工事期
間中、同施設の利用制限に
ついてご理解とご協力をい
ただき、ありがとうござい
ました。

総合文化施設特定天井耐震改修事業

２億２,３２９万円

エネルギーや食料品な
ど、長引く物価高騰による
町民の負担を軽減すると
ともに、消費需要を喚起す
ることによって町内経済
の回復を図るため、30％
のプレミアムがついた「第
７弾みまたん応援プレミ
アム付商品券」を発行しま
した。

第７弾みまたん応援プレミアム付
商品券発行事業

１億４,７７０万円 指定避難所となってい
る町体育館について、施設
内の環境改善を図るため
に空調機を設置しました。
また、令和９年９月に開催
予定の「日本のひなた宮崎
国スポ」で銃剣道競技の会
場となる町武道体育館に
ついて、床の改修工事を行
いました。

町体育館空調設置事業
町武道体育館床改修事業

５,９９８万円

町中心地の未来を描いた
「みまたん♡ビジョン」（令
和５年策定）や、「三股町交
流拠点施設整備事業基本計
画」（令和３年策定）などに基
づいて、完成後の交流拠点
施設を活用した中心地の賑
わいづくりについて、町民、
関係団体や町内事業者など
と連携して検討しました。

三股町都市再生整備計画事業
まちづくり活動及び調査分析業務

７００万円 令和６年度に行ったオン
デマンドバスの実証実験の
結果を踏まえて、本運行に
向けてシステムの改良など
を行いました。なお、４月
から「くいまーる内ノ木場・
梶山コース」は時刻表どお
りの運行はなくなり、日時
や乗降場所を予約して利用
するオンデマンドバスに変
更となります。

公共交通利用者増進事業（くいまーる）

婚活スキル向上セミナー
や、結婚に向けた出会い応
援イベントを開催しまし
た。また、年齢や所得など
の要件を満たす夫婦に、結
婚新生活にかかる経費（①
家賃、②住宅リフォーム費
用、③住宅取得費、④引っ
越し費用）の一部を補助し
ました。

婚活応援及び結婚新生活支援事業

221万円 地域活性化に興味があ
る県外からの移住者と一
緒に、「農業」を通じて本町
を取り巻くさまざまな課
題解決に取り組むととも
に、本町への移住・定住を
促進するため、ウェブサイ
トなどを活用して、地域お
こし協力隊（農業分野）を
募集しました。

地域おこし協力隊（農業分野）募集業務

47万円

令和7年度の主要事業令和7年度の主要事業
令和7年度に実施した事業の中から抜粋し令和7年度に実施した事業の中から抜粋し
ています。ています。

578万円
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　C U L T U R E

L I B R A R Y

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

「まちドラ！」劇場から劇場へ
まち歩きの様子

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

す
。
２
日
目
は
、
町
立
文
化
会
館
で
高
校
演

劇
部
の
公
演
を
楽
し
む
「
高
校
演
劇
の
日
」。

ま
ち
ド
ラ
！ 

の
始
ま
り
と
な
る
キ
ッ
ク
オ
フ

イ
ベ
ン
ト
で
、
入
場
無
料
で
す
。

「
プ
レ
ド
ラ
！
」
九
州
の
俳
優
が
大
集
合
！

５
月
16
日
（
土
）～
17
日
（
日
）
は
、
ま
ち

ド
ラ
！ 

一
週
間
前
の
演
劇
公
演
「
プ
レ
ド
ラ
」

を
開
催
。
森も

り

タ
カ
コ
さ
ん
（
宮
崎
）、
古こ

が賀

今き

ょ

う

こ

日
子
さ
ん
（
福
岡
）、
松ま
つ
も
と本
恵
め
ぐ
み

さ
ん
（
長

崎
）、
池い
け
だ田
美み

き樹
さ
ん
（
熊
本
）
の
、４
人
の
九

州
の
俳
優
た
ち
に
よ
る
『
田
丸
家
を
ぶ
っ
壊

せ
！
』
が
上
演
さ
れ
ま
す
。
劇
作
は
森も
り

馨か
お
る由
さ

ん（
劇
団H

IT! STA
G

E

）、
演
出
は
池
田
美
樹 

さ
ん
（
劇
団
き
ら
ら
）
で
す
。

物
語
は
…
田
丸
家
の
主
、
田
丸
誠
（
76
） 

が

あ
る
日
突
然
姿
を
消
し
た
。
離
れ
て
暮
ら
す

四
姉
妹
の
出
動
だ
！ 

失
踪
？ 

徘
徊
？ 

は
た

ま
た
女
性
問
題
？ 

行
方
を
追
う
ご
と
に
父
の

深
い
孤
独
を
知
る
娘
た
ち
。 

親
の
老
い
、
空
き

家
問
題
、
孤
独
死
…
。
四
姉
妹
を
通
し
て
、
誰

も
が
直
面
す
る
社
会
問
題
を
提
起
す
る
―
。

公
演
情
報
は
本
紙
裏
面
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

こどもの読書週間が始まります
児童コーナーの様子

令和 7 年度ライブラリーコンサート
の様子

町
の
演
劇
の
お
祭
り
開
催
！

５
月
22
日
（
金
）～
24
日
（
日
）、
今
年
で
15

回
目
！ 

ま
ち
な
か
を
ぶ
ら
ぶ
ら
巡
っ
て
演
劇

を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト｢

ま
ち
ド
ラ
！
２
０
２
６｣

を
開
催
し
ま
す
。

ま
ち
な
か
の
特
設
３
劇
場
で
は
「
ヨ
ム
ド

ラ
」
を
開
催
。
３
つ
の
劇
団
と
３
つ
の
町
民

チ
ー
ム
に
よ
る
朗
読
劇
６
作
品
を
上
演
し
ま

す
。
町
民
チ
ー
ム
の
演
出
は
、
プ
ロ
の
演
出

家
！ 

上
演
す
る
劇
団
は
全
国
各
地
で
活
躍
中

の
劇
団
で
す
！ 

わ
が
町
の
劇
場
（
町
立
文
化

会
館
）で
は「
ミ
ル
ド
ラ
」と
し
て「
劇
団
ヒ
ロ

シ
軍
」
に
よ
る
演
劇
公
演
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

さ
あ
、
今
年
も
町
の
演
劇
の
お
祭
り
を
堪
能

し
ま
し
ょ
う
！ 

ま
た
、
４
月
か
ら
ま
ち
ド
ラ
！ 

関
連
の
、
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

シ
ア
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
６
春

４
月
25
日
（
土
）～
26
日
（
日
）
に
開
催
す

る
、
通
称
「
シ
ア
フ
ェ
ス
」
で
す
。

１
日
目
は
、「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
の
日
」。

三
股
駅
多
目
的
ホ
ー
ル
Ｍ
★
う
ぃ
ん
ぐ
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ
る
演
劇
・
音
楽
・
映
像
な

ど
の
シ
ョ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
め
ま

紙
芝
居
や
大
型
絵
本
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
親
子
で
読
書
の
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

【
お
す
す
め
の
児
童
書
の
紹
介
】

『
先
生
！

　

お
か
わ
り
禁
止
っ
て
へ
ん
じ
ゃ
な
い
？
』

麻あ
そ
う生
か
づ
こ
著
／
金
の
星
社

　
「
わ
す
れ
物
を
し
た
ら
給
食
の
お
か
わ
り

禁
止
」
こ
の
き
ま
り
へ
ん
じ
ゃ
な
い
？ 

春
斗

た
ち
は
決
ま
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と

学
級
会
で
意
見
を
聞
く
こ
と
に
…
。

【
図
書
館
お
は
な
し
会
】

　

４
月
26
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
Ｅ
Ｑ
絵

本
講
師
・
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
コ
ー
チ
の
永な
が
や
ま山

涼り
ょ
う
こ子
さ
ん
に
よ
る
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。
気
軽
に
観
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

音
楽
と
朗
読
の
時
間
を
お
届
け
し
ま
す

　

４
月
30
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
「
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」を
行
い
ま
す
。
天あ
ま
の野
る

り
子こ

さ
ん
に
よ
る
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
と
朗
読
、

愛あ
い
か
わ川
義よ
し
お夫
さ
ん
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

の
演
奏
を
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

と
し
ょ
か
ん
映
写
会
の
お
知
ら
せ

　

と
し
ょ
か
ん
映
写
会
を
行
い
ま
す
。
上
映

作
品
は
、『
九
十
歳
。
何
が
め
で
た
い
』。
断

筆
宣
言
を
し
た
90
歳
の
作
家
・
佐さ
と
う藤
愛あ
い
こ子
は
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
を
ぼ
う
っ
と
眺
め
る
日
々
を

過
ご
し
て
い
た
。
大
手
出
版
社
に
勤
め
る
中

年
編
集
者
・
吉き
っ
か
わ川
真ま
さ
や也
か
ら
、
連
載
エ
ッ
セ

イ
企
画
を
依
頼
さ
れ
た
愛あ
い
こ子
は
、
再
び
執
筆

を
始
め
る
。
こ
の
２
人
の
出
会
い
が
、
新
た

な
人
生
を
切
り
開
く
！？

●
４
月
16
日
（
木
）・
５
月
21
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
10
分

●
４
月
17
日
（
金
）・
５
月
22
日
（
金
）

①
午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
10
分

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
気
軽
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

４
月
23
日（
木
）～
５
月
12
日（
火
）は
、
こ

ど
も
の
読
書
週
間
で
す
。
今
年
の
標
語
は
、

「
こ
と
ば
が
き
み
の
は
ね
に
な
る
」
で
す
。
読

書
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
読
書
イ
ベ
ン
ト
や
図

書
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。
絵
本
、
児
童
書
、

「
こ
と
ば
が
き
み
の
は
ね
に
な
る
」

こ
ど
も
の
読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

先
月
、
私
た
ち
の
町
、
三
股
町

は
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・

ク
ラ
シ
ッ
ク（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）に
向
け

た
事
前
合
宿
で
、
野
球
の
チ
ェ
コ

共
和
国
代
表
チ
ー
ム
を
お
迎
え
し

て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の

選
手
や
コ
ー
チ
が
い
る
た
め
、
彼

ら
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
練
習
で
の

主
な
言
語
と
し
て「
英
語
」を
使
っ

て
い
た
の
で
す
！ 

こ
れ
は
、国
際

的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
場
で
英
語
が
ど

れ
ほ
ど
役
立
つ
か
を
示
す
、
ま
さ

に
完
璧
な
例
で
す
。
世
界
中
か
ら

選
手
や
コ
ー
チ
が
集
ま
る
と
き
、

お
互
い
を
理
解
す
る
た
め
に
は
共

通
の
言
葉
が
一
つ
必
要
に
な
り
ま

す
。
英
語
を
使
う
こ
と
で
、
チ
ー

ム
全
員
が
作
戦
を
学
び
、
プ
レ
ー

の
指
示
を
出
し
合
い
、
フ
ィ
ー
ル

ド
で
ス
ム
ー
ズ
に
協
力
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
試
合
後
も
英

語
を
話
す
こ
と
で
、
選
手
た
ち
は

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
世
界
中
の

フ
ァ
ン
に
向
け
て
、
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
気
持
ち
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
普
段
は
そ
れ
ぞ

れ
違
う
言
葉
を
話
し
て
い
て
も
、

英
語
は
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
全
体
を

つ
な
ぐ「
便
利
な
架
け
橋
」の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
三
股
町
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
も
、
英
語
を
学
ぶ
こ
と
は
世
界

中
か
ら
や
っ
て
く
る
素
晴
ら
し
い

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に「
こ
ん
に
ち

は
！
」と
あ
い
さ
つ
を
し
、
友
達

に
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

分
か
ち
合
う
た
め
の
と
て
も
素
晴

ら
し
い
方
法
で
す
！

地域おこし協力隊通信 vol.73

山
下
ス
ナ
子

孫
か
ら
の
香
り
付
き
し
お
り
読
み
さ
し
の
本
を
開
く
た
び
香
気
を
放
つ

道
端
の
菜
の
花
に
会
い
ア
ク
セ
ル
は
優
し
さ
戻
る
ハ
ン
ド
ル
さ
ば
き

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
せ
わ
し
く
出
か
け
た
朝
、
つ
い
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
時
。
黄
色
の

花
が
目
に
入
り
、
穏
や
か
さ
を
取
り
戻
し
た
時
の
心
情
を
詠
み
ま

し
た
。

326

肥
田
木
ま
り
子

本
に
挟
む
香
り
付
き
栞
は
開
く
た
び
に
ほ
ん
の
り
香
り
が
広
が

り
、
読
書
の
時
間
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
中
二
の
女
孫
が
修

学
旅
行
で
買
っ
て
き
た
京
都
土
産
の
栞
で
す
。
さ
さ
や
か
な
お
土

産
に
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

「1年の締めくくりと
1年の始まり！」

地域おこし協力隊 趙
ジョ

 昇
ス ン フ

厚さん

Instagramはコチラ

『仲 間』

みまた座22期生の皆さん

今月の表紙は、みまた座22期生
（令和７年度）。永

な が や ま

山智
と も ゆ き

行さんをは
じめ、劇団こふく劇場の皆さんによ
る指導のもと活動しました。撮影し
たのは、３月２９日（日）の本公演『サ
クラ時々、宇宙人』を控える３月中
旬。町立文化会館の天井耐震工事
後初の、いわば「こけら落とし」公
演を前に、稽古に励んでいました。
令和８年度の２３期生も募集中です
ので、興味のある人はぜひ町立文
化会館まで問い合わせてください。

「三股から世界へ
英語はスポーツのMVP！」

「シアターフェスティバル」
昨年の本番の様子

桜の時期が来ましたね! 今年は2月から春のように暖かかったせいか、

冬が短いように感じました。韓国だとそろそろコートを脱ぎ始める時期で

す。宮崎の暖かさを実感しています。

2月27日（金）に「三股町地域おこし協力隊報告会」を開催しました。今回

は初めて１人での報告会だったため昨年以上に緊張してしまいました。参

加してくださった皆さま、本当にありがとうございました。報告会の準備

をするにあたり、自分の１年間の活動について振り返ることができ、残り

１年半となった活動期間中に自分がするべきことについてあらためて見

直す機会となりました。企画途中の案件も良い報告ができるようにがんば

ります。

3月20日（金）から「春まつり」が開催されていま

す。春の写真がたくさん撮れる、とてもいいチャン

スで楽しみです。少し外に出るだけでも春を感じる

ことができます。皆さんもぜひ天気の良い日はお出

かけして、春を楽しみましょう。벚꽃(ポッコッ＝桜）

ライト・デレック
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２
月
13
日（
金
）、Ｊ
Ａ
み
や
ざ

き
都
城
地
区
本
部
い
ち
ご
専
門
部

会
三
股
支
部（
中な

か
う
ち内
達た

つ
や也
支
部
長
）

の
支
部
員
５
人
と
Ｊ
Ａ
関
係
者
が

町
役
場
を
訪
れ
、最
盛
期
を
迎
え

た
イ
チ
ゴ
を
町
長
に
贈
呈
し
ま
し

た
。町
内
で
イ
チ
ゴ
を
生
産
す
る

５
者
で
構
成
さ
れ
る
同
支
部
。試

食
し
た
町
長
は「
甘
く
て
、
と
て

も
お
い
し
い
で
す
ね
」と
満
面
の

笑
み
を
浮
か
べ
て
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

ＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳ
題話のちま

模
範
と
な
る
児
童
生
徒
を
表
彰

善
行
児
童
生
徒
表
彰
式

２
月
18
日（
水
）、町
教
育
委
員

会
は「
三
股
町
教
育
委
員
会
善
行

児
童
生
徒
表
彰
式
」を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
児
童
生
徒
の
善

行
活
動
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、受

賞
者
の
励
み
と
な
り
、善
行
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

今
年
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す （
敬
称
略
） 

。

●
受
賞
者

【
三
股
小
】馬ば

ば場
喜き

い
ち一【
勝
岡
小
】

吉よ
し
ど
め留
光こ

う
せ
い星
、
宮み

や
た田
悠は

る
ひ
ろ弘【
梶
山

小
】小こ

む
ら村
昌ま

こ
と【
宮
村
小
】黒く

ろ
き木
大た

い
じ
ゅ樹

【
三
股
西
小
】近こ

ん
ど
う藤

陽は
る
ね音

、
甲か

い斐

優ゆ

い

な
衣
菜【
三
股
中
】村む

ら
な
か中
詩う

た
の乃

Topics

Ｗ
Ｂ
Ｃ
チ
ェ
コ
共
和
国
代
表

本
町
で
事
前
合
宿
を
実
施
し
ま
し
た

３
月
に
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル

ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ

ク（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）に
出
場
し
た
チ
ェ

コ
共
和
国
代
表
が
、
２
月
21
日

（
土
）～
27
日（
金
）の
期
間
、
本

町
で
事
前
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

期
間
中
、旭
ヶ
丘
運
動
公
園
野

球
場
や
町
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
練
習
を
行
っ
た
ほ
か
、町

内
小
学
校
へ
の
訪
問
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
の
交
流
な
ど
を
実
施
。

事
前
合
宿
に
は
町
内
外
か
ら
多
く

の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、に
ぎ
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

今
年
も
お
い
し
く
実
り
ま
し
た

町
内
産
イ
チ
ゴ
は
い
か
が
？

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
三
股

永
年
役
員
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

２
月
18
日（
水
）、さ
ん
さ
ん
ク

ラ
ブ
三
股
が
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー「
元
気
の
杜
」で「
さ
ん
さ
ん

ク
ラ
ブ
三
股
永
年
役
員
表
彰
式
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、同
ク
ラ
ブ
に
加
盟
す

る
各
団
体
で
、６
年
以
上
に
わ
た

り
役
員
を
務
め
た
功
労
の
あ
る
人

を
表
彰
す
る
も
の
で
、今
回
４
人

を
表
彰
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、町
内
各
地
区
で

各
種
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、花
植
え

や
清
掃
活
動
な
ど
の
い
き
が
い
づ

く
り
や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

団
体
の
連
合
会
で
、現
在
22
団
体

が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す （
敬
称
略
） 

。

●
受
賞
者

　

白し
ら
が
さ
わ

ヶ
澤
修し

ゅ
う
い
ち一
、
谷た

に
や
ま山
正ま

さ
つ
ぐ告
、

轟と
ど
ろ
き木
聖ま

さ
こ子
、
福ふ

く
だ田
稔み

の
る

「
例
年
ど
お
り
、
お
い
し
い
い
ち
ご
が
で
き
ま

し
た
。私
た
ち
生
産
者
が
汗
水
流
し
て
育
て
た

い
ち
ご
で
す
。ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
に
食
べ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
」

中な
か
う
ち内

達た
つ
や也

さ
ん

（
櫟
田
在
住
）

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
都
城
地
区
本
部

い
ち
ご
専
門
部
会
三
股
支
部
長

「
生
徒
会
や
吹
奏
楽
部
部
長
を
務
め
、リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
立
場
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
経

験
を
、今
後
の
高
校
生
活
で
も
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
」

村む
ら
な
か中

詩う
た
の乃

さ
ん

（
三
股
中
３
年
）

受
賞
者

２
月
３
日（
火
）、町
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
で「
２
０
１
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
健
康
」と「
介
護
が

必
要
な
状
態
」の
中
間
の
状
態
を

示
す「
フ
レ
イ
ル
」に
つ
い
て
の
理

解
を
広
め
る
た
め
、町
が
開
催
し

た
も
の
。フ
レ
イ
ル
の
語
呂
に
合

わ
せ
て
２
月
１
日（
日
）を
含
む
日

程
で
、町
役
場
で
資
料
展
示
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。

３
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
45
人

が
参
加
。体
組
成
・
血
管
年
齢
測

定
や
ゲ
ー
ム
を
交
え
た
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
の
機
会
を
設
け
た
ほ

か
、参
加
者
か
ら
の
個
別
相
談
に

応
じ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
血
管
年
齢
な

ど
自
分
の
体
内
の
こ
と
が
分
か
っ

た
」や「
対
策
が
で
き
る
の
で
と
て

も
よ
い
経
験
に
な
っ
た
」な
ど
の

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

「
フ
レ
イ
ル
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
２フ

レ

イ

ル

０
１
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

１
月
28
日（
水
）、三
股
小
学
校

（
平ひ

ら
か
わ川
滋し

げ
や也
校
長
）の
４
年
生（
約

90
人
）が
、「
ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー 

リ
ー
グ
ワ
ン
」に
所
属
す
る
ラ
グ

ビ
ー
チ
ー
ム「
浦
安
Ｄ
－
Ｒ
ｏ
ｃ

ｋ
ｓ
」の
選
手
や
関
係
者
と
交
流

し
ま
し
た
。児
童
た
ち
が
交
流
し

た
の
は
、選
手
２
人
と
本
町
出
身

の
下し

も
お
き沖
正ま

さ
ひ
ろ博
取
締
役
Ｇゼ

ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

Ｍ
。ボ
ー

ル
を
使
っ
て
パ
ス
や
タ
ッ
ク
ル
な

ど
を
体
験
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

下
沖
Ｇゼ

ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

Ｍ
は「
ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し

さ
を
さ
ら
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、２
月
14
日（
土
）に
都
城
市
で

行
わ
れ
る
公
式
戦
で
も
全
力
を
尽

く
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー「
浦う

ら
や
す安

Ｄデ

ィ

ー

ロ

ッ

ク

ス

－Ｒｏｃ
ｋｓ
」

三
股
小
児
童
が
選
手
た
ち
と
交
流

「
実
際
に
選
手
と
パ
ス
を
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。貴
重
な
体
験

と
な
り
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

藤ふ
じ
む
ら村

直な
お
み
ち道

さ
ん

（
三
股
小
４
年
）

参
加
者

贈呈されたいちご

町役場への表敬訪問には、町内の園児14人も参加

勝岡小学校での交流事業

三股小学校での交流事業

代表選手とキャッチボールするスポーツ少年団の選手たち

たでいけ認定こども園の園児による和太鼓演奏で歓迎 21日（土）、本町特産品「生ハム」を贈呈

代表選手がバッティングを披露！ 大好評！町商工会女性部による、豚汁のふるまい
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せら知おせら知お  

町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
し
た
健
康
セ
ミ
ナ
ー
や
出
前
講
座
な

ど
、
誰
で
も
楽
し
く
学
べ
る
生
涯
学
習
教

室「
さ
つ
き
学
園
」を
本
年
度
も
開
講
し

ま
す
。

●
募
集
定
員
＝
40
人

※�

定
員
を
上
回
る
場
合
、
初
め
て
の
人
を

優
先
し
、既
受
講
生
は
抽
選
。

●
開
催
期
間
＝
５
月
～
令
和
９
年
３
月

●
学
習
日
＝

　

�

月
に
１・
２
回（
主
に
第
２
・
第
４
火

曜
日
）、午
後
２
時
～
４
時

●
費
用
＝
２
０
０
０
円

※�

別
途
、
材
料
費
が
必
要
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

●�

申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

用
紙
は
町
中
央
公
民
館
や
町
役
場
案
内

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
５
月
８
日（
金
）ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
＝

教
育
課　
生
涯
学
習
係

☎
52
－
９
３
１
１

町
は
、
新
婚
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
応
援

す
る
た
め
、
住
宅
取
得
費
用
な
ど
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
申
請
す
る
人
は
、

対
象
と
な
る
要
件
や
必
要
な
提
出
書
類
の

確
認
の
た
め
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●�

対
象
世
帯
＝
①
～
④
の
条
件
を
全
て
満

た
す
人

①
令
和
８
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
し
た

②�

婚
姻
日
の
年
齢
が
夫
婦
と
も
に
39
歳

以
下

③
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円
未
満

　
（
直
近
の
所
得
証
明
書
の
額
）

④�

夫
婦
の
双
方
が
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
ど
に

関
す
る
講
習
な
ど
を
受
講
し
て
い
る

●�

対
象
経
費
＝
４
月
１
日（
水
）〜
令
和

９
年
２
月
26
日（
金
）ま
で
に
支
払
っ

た
費
用
が
対
象
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る

場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）住
宅
賃
貸
費
用

婚
姻
を
機
に
新
た
に
契
約
し
た
住
宅
の

賃
借
に
要
し
た
費
用
お
よ
び
既
に
契
約
済

み
の
住
宅
で
婚
姻
日
ま
た
は
婚
姻
を
機
に

同
居
を
始
め
た
日
以
後
の
住
宅
の
賃
借
に

要
し
た
費
用
の
う
ち
賃
料
、敷
金
、礼
金
、

共
益
費
お
よ
び
仲
介
手
数
料
。

（
２
）住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

婚
姻
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
前
の
日
以

後
に
婚
姻
を
機
に
新
た
に
実
施
し
た
、
住

宅
機
能
の
維
持
ま
た
は
向
上
を
図
る
た
め

に
行
う
修
繕
、
増
築
、
改
築
、
設
備
更
新

な
ど
の
工
事
費
用
。

（
３
）住
宅
取
得
費
用

婚
姻
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
前
の
日
以

後
に
婚
姻
を
機
に
新
た
に
取
得
し
た
住
宅

の
購
入
ま
た
は
新
築
に
要
し
た
費
用
。

（
４
）引
越
費
用

婚
姻
を
機
に
町
内
に
引
っ
越
し
す
る
際

に
要
し
た
経
費
の
う
ち
、
引
越
業
者
ま
た

は
運
送
業
者
へ
支
払
っ
た
費
用
。

※�（
１
）～（
３
）に
つ
い
て
は
、居
住
用
途

の
部
分
と
事
業
用
途
の
部
分（
店
舗
な

ど
）が
併
存
す
る
併
用
住
宅
に
お
い
て

は
、
居
住
用
途
の
部
分
の
み
対
象
と
し

ま
す
。

●
補
助
金
額
＝
最
大
30
万
円

●�

受
付
期
間
＝
令
和
９
年
２
月
26
日（
金
）

午
後
５
時
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
商
工
課　
企
画
政
策
係

☎
52
－
１
１
１
４

町
は
、
町
民
と
協
力
し
て
地
域
を
活
性

化
す
る「
自
立
と
協
働
が
織
り
な
す
元
気

あ
ふ
れ
る
ま
ち
三
股
」を
目
指
し
、
特
色

の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
団
体
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※�

補
助
金
交
付
に
は
、
代
表
者
が
審
査
会

で
事
業
内
容
を
説
明
し
て
、
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
補
助
対
象
事
業
＝

（
１
） 

駅
周
辺
賑
わ
い
再
生
支
援
事
業

①�

み
ま
た
ん
え
き
多
目
的
ホ
ー
ル
を
活
用

し
た
展
覧
会
、文
化
・
芸
術
の
発
表
会
、

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
事
業

②�

み
ま
た
ん
え
き
周
辺
区
域
で
実
施
す
る

地
域
振
興
、
環
境
、
防
犯
、
町
民
の
健

康
増
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
な
ど
の
事
業

※�

従
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
祭
り
、
運
動

会
な
ど
は
除
き
ま
す
。

（
２
）み
ん
な
で
創
る
地
域
づ
く
り
支
援

事
業（
駅
周
辺
賑
わ
い
再
生
支
援
事
業
以

外
の
区
域
）

地
域
振
興
、
環
境
、
防
犯
、
町
民
の
健

康
増
進
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

な
ど
の
事
業

※�

従
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
祭
り
、
運
動

会
な
ど
は
除
き
ま
す
。

●�

補
助
団
体
＝
町
内
で
自
主
的
に
地
域
活

動
を
実
施
す
る
団
体
。

※�

町
の
他
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い
る
団

体
や
、
ほ
か
に
補
助
金
な
ど
の
制
度
が

あ
る
事
業
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

●�

補
助
期
間
＝
原
則
１
年
間（
事
業
年
度

の
３
月
31
日
ま
で
）。た
だ
し
、審
査
会

で
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
最
長

３
年
ま
で
延
長
で
き
ま
す
。

●�

補
助
金
額
＝
補
助
対
象
事
業
の（
１
）

①
に
か
か
げ
る
事
業
は
２
万
円
、
そ
の

ほ
か
の
事
業
は
20
万
円
を
限
度
額
と

し
ま
す
。
継
続
が
認
め
ら
れ
た
事
業
で

あ
っ
て
も
、
次
年
度
以
降
の
補
助
額
は

減
額
さ
れ
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝

５
月
７
日（
木
）午
後
５
時
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
商
工
課　
企
画
政
策
係

☎
52
－
１
１
１
４

都
城
発
明
協
会
で
は
、
物
づ
く
り
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
や
創
造
性

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

※�

詳
し
い
開
催
日
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。 

●
受
講
料
＝
２
０
０
０
円（
教
材
費
） 

「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」 

●
開
催
日
時
＝

　
５
月
13
日（
水
）

　
～
令
和
９
年
３
月
３
日（
水
） 

　
水
曜
日（
第
３
水
曜
除
く
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※�

詳
し
い
開
催
日
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。 

●
受
講
料
＝
３
０
０
０
円（
教
材
費
） 

　
【
両
講
座
共
通
】

●
会
場
＝

　
都
城
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
都
城
市
松
元
町
４
－
17
） 

●�

募
集
対
象
者
＝
講
座
修
了
後
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
で
き
る
年
齢
18
歳
以
上

の
人

●
申
込
締
切
日
＝
５
月
８
日（
金
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
市
点
字
図
書
館

☎
26
－
１
９
４
８

メ
ー
ルm

kjtenji@
circus.ocn.ne.jp

　
「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」と
は
、

事
業
所
や
企
業
の
経
済
活
動
の
状
態
を
明

ら
か
に
し
、
日
本
経
済
の「
い
ま
」を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
統
計
調
査
で
す
。
調

査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
行
政
施
策
の
立
案
や
、
民
間
企
業
に
お

け
る
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
社
会
経
済
の

発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。
正
確
な
統
計
を
作
る
た
め
に

も
、漏
れ
な
く
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
行
政
機
関
が
行
う
統
計
調
査
で

あ
る
か
の
よ
う
な
、
紛
ら
わ
し
い
表
示
や

説
明
を
し
て
、
家
を
訪
問
し
個
人
情
報
を

搾
取
す
る「
か
た
り
調
査
」に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
調
査
基
準
日
＝
６
月
１
日（
月
）

●�

調
査
対
象
＝
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
と

企
業

※�

例
え
ば
、
支
店
、
営
業
所
や
工
場
な
ど

（
従
業
者
と
設
備
を
有
し
、
継
続
的
に

経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
所
）が
調

査
の
対
象
で
す
。

●�

調
査
内
容
＝
名
称
お
よ
び
電
話
番
号
、

所
在
地
、主
な
事
業
の
内
容
、売
上（
収

入
）金
額
な
ど

●�

調
査
方
法
＝
調
査
員
が
訪
問
し
調
査
票

を
配
布
す
る
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
郵
送
に
て
実
施

※�

４
月
に
、
調
査
書
類
が
郵
送
で
配
布
さ

れ
る
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。

●�

回
答
方
法
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
か

紙
の
調
査
票
で
回
答

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
商
工
課　
企
画
政
策
係

☎
52
－
１
１
１
４

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
都
城
少
年
少
女

発
明
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

●�

内
容
＝
年
20
回
ほ
ど
、
木
工
工
作
や
簡

単
な
電
子
工
作
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
日
時
＝
５
月
16
日（
土
）

　
～
令
和
９
年
３
月
13
日（
土
）

　

�

毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日（
１
月
は
第

３
、３
月
は
第
１
・
第
２
）

　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

●
場
所
＝
都
城
市
カ
ン
ガ
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ

　
（
都
城
市
年
見
町
14
－
１
）

●
対
象
＝
小
学
３
～
６
年
生

●�

定
員
＝
基
礎
コ
ー
ス（
30
人
）、
応
用

コ
ー
ス（
30
人
）

●
費
用
＝
５
０
０
０
円

●
申
込
期
間
＝

４
月
20
日（
月
）～
28
日（
火
）

●�

申
込
方
法
＝
各
学
校
に
案
内
書
を
配
布

し
ま
す
。
案
内
書
で
、
詳
細
や
申
込
方

法
を
確
認
し
、
往
復
は
が
き
で
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
発
明
協
会

☎
０
７
０
－
４
１
１
６
－
９
５
４
８

「
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

●
開
催
日
時
＝
５
月
13
日（
水
）

　
～
令
和
９
年
３
月
３
日（
水
） 

　
水
曜
日（
月
２
回
程
度
）

愛
の
ご
寄
付

　
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●��

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●��

宮
崎
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●�

警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●�

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

　
☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●��

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

　
☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●�

町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●�

町
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
２

※�

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

２
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
な
し

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

黒く
ろ
き木
香か

ち
こ
知
子

兄
黒く

ろ
き木
四よ

つ
お男

81

轟
木

3
万
円

橋は
し
ぐ
ち口

ミ
ヤ
子こ

夫
橋は

し
ぐ
ち口　

勝ま
さ
る

78

今
市

3
万
円

中な
か
む
ら村

よ
う
子こ

母
新し

ん
ち地

フ
サ
子こ

91

餅
原

3
万
円

黒く
ろ
き木

由ゆ
み
こ

美
子

妹
福ふ

く
し
げ重

美み
き紀

71

稗
田

5
万
円

釘く
ぎ
も
と元
う
め
子こ

夫
釘く

ぎ
も
と元
秀ひ

で
ひ
こ彦

79

梶
山

5
万
円

中な
か
う
ち内
春は

る
お雄

妻
中な

か
う
ち内
美み

ほ
こ
保
子

75

中
米

3
万
円

山や
ま
の
う
ち

之
内
み
ち
子こ

夫
山や

ま
の
う
ち

之
内
一か

ず
ひ
ろ博

77

梶
山

3
万
円

｢

さ
つ
き
学
園｣

で
一
緒
に
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か

結
婚
新
生
活
を
支
援
し
ま
す
！

「
み
ん
な
で
創
ろ
う
、
み
ま
た
ん

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金
」

の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す

都
城
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
員

を
募
集
し
ま
す

「
点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す 

町
内
の
事
業
所
・
企
業
の
皆
様
へ

「
令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

活
動
調
査
」へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
相
談
窓
口

13 12広報みまた2026.4 広報みまた2026.4



祉福と健保　祉福と健保

心
に
向
き
合
い
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

●
期
日
＝
５
月
１
日（
金
）

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～

●�

対
象
＝
町
内
在
住
で
産
後
２
カ
月
～
１

年
程
度
の
お
母
さ
ん

　
※
要
予
約（
４
組
限
定
）

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。
わ
ら
べ
う
た
や
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
も
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
時
間
を
一
緒
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
５
月
７
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
～
11
時

※
要
予
約

当
セ
ン
タ
ー
は
ご
近
所
で
助
け
合
う
子

育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。〝
依
頼

者
は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提
供
者
は

大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て
く
れ

る
〟そ
ん
な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優
し
さ

や
喜
び
が
響
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
期
日
＝
５
月
７
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝

　
令
和
８
年
２
月
生
ま
れ
、

　
令
和
７
年
10
月
生
ま
れ
、

　
令
和
７
年
４
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

　
（�

お
っ
ぱ
い
相
談
希
望
者
は
タ
オ
ル
３

枚
程
度
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
５
月
14
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
６
年
９
～
10
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
栄
養
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
要
予
約

理
学
療
法
士
の
内う

ち
く
ぼ

久
保
鮎あ

ゆ
こ子
さ
ん
が
産

後
の
体
を
無
理
な
く
整
え
る
体
操
を
行
い

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
心
と
体
を

ほ
ぐ
す
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
４
月
22
日（
水
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
元
気
の
杜
」和
室

●�

対
象
＝
町
内
在
住
で
産
後
２
カ
月
～
１

年
程
度
の
お
母
さ
ん

※
要
予
約（
５
組
限
定
）

月
に
一
度
、
セ
ン
タ
ー
で
お
昼
ご
は
ん

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
弁
当
や

軽
食
の
持
参
が
可
能
で
す
。〝
み
ち
ば
あ

ば
〟の
手
作
り
お
弁
当（
要
予
約
）の
注
文

も
で
き
ま
す
の
で
、
親
子
で
ゆ
っ
く
り
ラ

ン
チ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
４
月
24
日（
金
）

●
時
間
＝
正
午
～
午
後
１
時

　
（
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
前
後
も
遊
べ
ま
す
）

※
要
予
約

理
学
療
法
士
・
植う

え
む
ら村
郁か

お
る

さ
ん
、
内う

ち
く
ぼ

久
保

鮎あ
ゆ
こ子
さ
ん
に
よ
る
産
後
マ
マ
向
け
の
個
別

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
時
間
で
す
。
自
分
の
体
と

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
で
保
護
者
同
伴
が
原
則
で
す
。

月
～
金
曜
の
午
前
９
時
～
正
午
と
、
午

後
１
時
～
３
時
の
開
放
日
に
合
わ
せ
て
、

毎
月
楽
し
い
行
事
や
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
親
子
で
ほ
っ
と
で
き
る
場
所
へ
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
。

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

※
要
予
約

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
４
月
21
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
元
気
の
杜
」大
会
議
室

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

セ
ン
タ
ー
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

利
用
す
る
に
は
事
前
に
会
員
登
録
が
必

要
で
す
。

〈
現
在
行
っ
て
い
る
援
助
活
動
〉

用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
の

子
ど
も
の
預
か
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育

施
設
へ
の
送
迎　
な
ど

●�

利
用
料
金
＝
町
が
１
人
目
の
み
１
時
間

３
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
、
音

楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
や
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
４
月
20
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、飲
み
物

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

帯
状
疱
疹
は
、
過
去
に
水
ぼ
う
そ
う
に

か
か
っ
た
時
に
体
の
中
に
潜
伏
し
た
水
痘

帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が
再
活
性
化
す
る

こ
と
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。
神
経
に
沿
っ

て
、
体
の
左
右
ど
ち
ら
か
に
帯
状
に
、
時

に
痛
み
を
伴
う
水
ぶ
く
れ
が
出
現
す
る
病

気
で
す
。
皮
膚
の
症
状
が
治
っ
た
後
に
も

痛
み
が
残
る「
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
」が

あ
り
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

帯
状
疱
疹
は
、
70
歳
代
で
発
症
す
る
人

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年

度
か
ら
、
予
防
接
種
の
費
用
助
成
が
始
ま

り
ま
し
た
。
対
象
者
で
、
接
種
を
希
望
す

る
人
は
、
３
月
ま
で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●�

対
象
者
＝
今
年
度
65
歳
、70
歳
、75
歳
、

80
歳
、85
歳
、90
歳
、95
歳
、１
０
０
歳

に
な
る
人
。

４
月
初
め
に「
接
種
券
・
済
証
ハ
ガ
キ
」

が
住
民
票
の
住
所
地
に
届
き
ま
す
。

●�

接
種
で
き
る
医
療
機
関
＝
三
股
町
・
都

城
市
の
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。

●�

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
＝
生
ワ
ク
チ
ン（
１

回
）ま
た
は
組
換
え
ワ
ク
チ
ン（
２
回
）

の
ど
ち
ら
か
を
接
種
し
ま
す
。
特
徴
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
医
師
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

●�

自
己
負
担
額
＝
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
送
付

す
る「
接
種
券
・
済
証
ハ
ガ
キ
」を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
軽
度
生
活
援
助
員
と
は
？
＝

三
股
町
に
住
む
、
身
体
の
虚
弱
な
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

①
一
人
暮
ら
し
の
人

②
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

③�

同
居
者
が
障
が
い
者
の
た
め
に
援
助
し

て
も
ら
え
な
い
人

な
ど
の
お
宅
を
訪
問
し
、
簡
単
な
掃
除
や

買
い
物
な
ど
の
日
常
生
活
の
お
手
伝
い
を

す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

※
軽
微
な
作
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

身
体
介
護
、
金
銭
管
理
、
専
門
的
な
知
識

や
技
術
を
要
す
る
作
業
は
対
象
外
で
す
。

●�

活
動
日
時
＝
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時（
祝
日
、
休
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

●
報
酬
＝
１
２
０
０
円（
１
時
間
）

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
援
助
員
と
し
て

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
52
－
１
２
４
６

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
９
０
６
３・８
６
３
４

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

一　
般

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

赤
ち
ゃ
ん
健
診

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

m

ま

ま

の

て

am
anote

（
体
操
）

ラ
ン
チ
タ
イ
ム

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

利
用
時
間

１
時
間
あ
た
り
の
利
用
料
金

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時
子
ど
も
１
人
目
３
０
０
円

２
人
目
以
降
３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
・
夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

子
ど
も
１
人
目
５
０
０
円

２
人
目
以
降
４
０
０
円

軽
度
生
活
援
助
員（
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）を
募
集
し
て
い
ま
す

１
歳
６
か
月
児
健
診

m

ま

ま

の

て

am
anote

（
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

お
は
な
し
か
い

子育て支援センターの
Instagramは
こちら

詳
し
く
はInstagram

や

町
社
会
福
祉
協
議
会
公
式

サ
イ
ト
で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

令
和
８
年
度
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

足もと元気教室
●日程＝４月15日～５月14日までの分
地区名 時間 場所 日程

１地区 午前９時30分~11時 第１地区分館
４月17日（金）

５月 １日（金）

２地区 午後１時30分~３時 ２地区交流プラザ ５月 ７日（木）

３地区 午後１時30分~３時 第３地区分館 ５月 14日（木）

４地区 午前９時30分~11時 第４地区分館 ４月15日（水）

５地区 午後１時30分~３時 轟木集落館 ４月16日（木）

蓼池 午前９時30分~11時 蓼池児童館

４月16日（木）

４月 23日（木）

５月 ７日（木）

花見原 午前９時30分~11時 花見原コミュニティセンター ５月 12日（火）

餅原 午前９時30分~11時 餅原営農研修館 ４月20日（月)

三原 午後１時30分~３時 三原地区コミュニティセンター ４月15日（水）

中原 午前９時30分~11時 中原コミュニティセンター
４月22日（水）

５月13日（水）

今市 午前９時30分~11時 今市児童館
４月27日（月）

５月11日（月）

下新 午前９時30分~11時 ７地区分館 ５月 ８日（金)

８地区 午前９時30分~11時 ８地区分館 ４月24日（金）

９地区 午後１時30分~３時 ９地区分館
４月22日（水）

５月13日（水）

●�準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、
水分補給用の飲み物

※��４月１日～ 14 日の日程は、『広報みまた』先月号をご参
照ください。
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情のしらく 報

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第７位／令和８年１月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和８年３月１日現在） ◦男／11,688人◦女／13,264人◦合計／24,952人（前月比−10人）
◦世帯数／10,420戸（−3戸）◦出生／12人◦死亡／25人◦転入／61人◦転出／58人

４月３０日（木）は納期限です
納期限内に納付しましょう。
●固定資産税（第1期）
口座振替日は４月２７日（月）です。また、再振替日は５月
11日（月）に行います。振替日の前日までに預貯金口座の
残高確認をお願いします。口座の解約などで振替ができ
なかった場合は、「口座振替不能用の納付書」を送付しま
す。納付書に記載されている納付場所で早めに納めてく
ださい。
■お問い合わせ＝納税管理係　☎52-9635

「催告」を確認したら担当係に連絡をください
町役場からの｢通知｣・｢電話｣・｢訪問｣などによる「催告

（納付を請求すること）」を確認したら、必ず担当課・係に
連絡をしてください。連絡がない場合は｢納付する意思が
ない｣とみなされ、財産差し押さえなどの滞納処分を受け
ることにつながります。注意してください。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634

軽自動車税の減免申請を受け付けます
４月１日現在、軽自動車を所有している人で、身体障害者
などの減免を希望する人は、次の要領で申請してください。
※��減免申請書にマイナンバー（個人番号・法人番号）の
記載が必要です。
●�受付期間＝４月１日（水）～６月１日（月）。ただし、土・日・
祝日は除きます。期日を過ぎると受け付けできません。
●�持ってくるもの＝個人番号確認書類、障害などを証明
するもの（身体障害者手帳、戦傷病者手帳など）、運
転免許証、車検証など（家族が運転する場合、各種証
明書類が必要となる場合があります）。

●�申請できる人＝障害の内容や等級で異なります。詳し
くは問い合わせてください。
●�注意事項＝減免申請は、軽自動車または普通自動車
のどちらか１台に限られます。受け付けた減免申請は、
納期限（６月１日）後に取り消しすることはできません。
ご了承ください。
■お問い合わせ＝住民税係　☎52-9638

　情のしらく 報

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

可燃物

５ ６ ７ ８ 9 10 11

蓼池芝桜まつり
開始

可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物 椎八重公園
つつじまつり
開始

12 13 14 15 16 17 18

可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

19 20 21 22 23 24 25

可燃物
図書館休館日

可燃物 不燃物 可燃物

26 27 28 29
昭和の日

30

可燃物
図書館休館日

可燃物 早馬まつり
図書館休館日

4月 5月

町公式サイト

休日急患診療機関
日 病院名 町　名 電話番号

5 日

有馬医院（内・小） 上長飯町 ☎23-2610
藤元総合病院（内） 早 鈴 町 ☎22-1717
ホームクリニックみまた（内・呼） 三 股 町 ☎52-1348
宗正病院（外） 八 幡 町 ☎22-4380
寺本整形外科医院（整） 北 原 町 ☎22-1171
武田産婦人科医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎22-0336

12日

原田医院（内・小・外） 郡 元 町 ☎26-3330
大岐医院（内・胃） 山之口町 ☎57-2025
宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 ☎25-9031
吉松病院（外・整） 蔵 原 町 ☎25-1500
都城明生病院（泌） 金 田 町 ☎38-1120
吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） 鷹 尾 ☎21-4133

19日

共立医院（小） 蔵 原 町 ☎22-0213
瀬ノ口醫院（内・消） 姫 城 町 ☎25-5155
坂田医院（内・消・胃） 三 股 町 ☎51-2003
福島外科胃腸科整形外科医院（外・胃・整） 都 北 町 ☎38-1633
酒井皮膚科医院（皮） 北 原 町 ☎25-5322
西元眼科医院（眼） 中 原 町 ☎25-8888

26日

山内小児科医院（小） 上 町 ☎22-0048
田口循環器科・内科クリニック（内） 下 川 東 ☎24-0600
佐々木医院（内） 高 崎 町 ☎62-1103
たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 ☎22-8818
いのまた整形外科クリニック（整） 五 十 町 ☎36-6272
いわよし耳鼻咽喉科クリニック（耳鼻） 千 町 ☎36-5555

29水

久保原田中医院（内・小） 久保原町 ☎22-7700
有川呼吸器内科医院（呼・内） 上 川 東 ☎24-6677
ゆうクリニック（内） 広 原 町 ☎46-6100
あさぎり頭痛・脳神経クリニック（脳・外・内） 三 股 町 ☎52-7788
池之上整形外科（整・リウ・リハ） 上 川 東 ☎23-2311
野田医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎24-8553

日 病院名 町　名 電話番号

３日

仮屋医院（内・小） 上水流町 ☎36-0521
ベテスダクリニック（内） 年 見 町 ☎22-1700
メディカルシティ東部病院（内） 立 野 町 ☎22-2240
吉見クリニック（外・整・内） 高 城 町 ☎58-5633
きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） 吉 尾 町 ☎38-7300
くぼた眼科（眼） 南鷹尾町 ☎26-3100

４月

柳田病院（小・内） 東 町 ☎22-4862
坂元循環器内科医院（内・循） 宮 丸 町 ☎57-9933
ライフクリニック（内） 安 久 町 ☎39-2525
都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳） 下 川 東 ☎80-4313
倉内整形外科病院（整） 上 町 ☎22-1252
あきづき医院（精） 上水流町 ☎36-0534

５火

沖水こどもクリニック（小） 太郎坊町 ☎27-5656
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 ☎21-5000
海老原内科（内） 山 田 町 ☎64-1211
川畑医院（外・胃） 年 見 町 ☎46-3225
なかむら整形外科クリニック(整) 平 江 町 ☎36-5333
もりぞの耳鼻咽喉科（耳鼻） 甲斐元町 ☎36-6036

６水

たけしたこども医院（小） 三 股 町 ☎51-0005
野辺医院（内・胃） 上　 町 ☎22-0153
みしま内科クリニック（内・循） 三 股 町 ☎51-8100
都北ごとうクリニック（外・肛） 都 北 町 ☎38-6060
速見泌尿器科医院（泌） 妻ケ丘町 ☎24-8344
すみ産婦人科医院（産・婦） 東 町 ☎23-1152

4月

※�

休
日
急
患
診
療
機
関
の
診
療
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
で
す
。や
む
を

得
ず
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、☎
23
－
５
５
５
５
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い（
夜
間
は
都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
☎
36
－
８
８
９
０
ま
で
）。な
お

歯
科
に
つ
い
て
は
☎
25
－
４
１
０
０
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日急患診療機関 5月

以後の休日急患診療機関については翌月号に掲載します。

17

地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
は
、
時

と
し
て
想
像
を
超
え
る
力
で
襲
っ
て
き
ま

す
。
大
規
模
な
災
害
に
な
る
ほ
ど
行
政
の

手
が
行
き
届
か
な
く
な
り
ま
す
。　
　

災
害
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る
た

め
に
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
の
命
は
自
ら

守
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
日
頃
か
ら
災

害
に
備
え
る
準
備
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

平
時
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、

自
分
の
周
り
に
ど
の
よ
う
な
災
害
の
危

険
が
あ
る
の
か
を
考
え
、
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

災
害
発
生
時
は
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
地
域
で
助
け
あ
う
組
織
の
存
在
も

重
要
に
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
地
域
の

防
災
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

県
で
は
毎
年
、
地
域
防
災
活
動
の
中
核

的
な
人
材
と
な
る
防
災
士
を
養
成
す
る
た

め
、
防
災
士
養
成
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
町
は
地
域
防
災
に
協
力
す
る
な
ど
要

件
を
満
た
す
人
を
対
象
に
、
研
修
に
係
る

経
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

研
修
内
容

・
防
災
士
研
修「
基
礎
コ
ー
ス
」の
受
講

　
（
６
～
７
月
頃
）

・
課
題
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

・
救
急
救
命
講
習
の
受
講

・
防
災
士
研
修「
専
門
コ
ー
ス
」の
受
講

　
（
10
～
11
月
頃
）

※�

日
時
な
ど
の
詳
細
が
分
か
り
次
第
、

回
覧
・
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
で
は
、
防
災
士
資
格
取
得
者
を
対

象
と
し
た
研
修
会
を
、
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

防
災
士
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
的
と
し
て
お
り
、
資
格
取
得
後
も
継

続
し
て
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

総
務
課　
危
機
管
理
係

☎
52
－
１
１
１
０

防
災
士
資
格
取
得
に
係
る
経

費
を
助
成
し
ま
す

一
人
一
人
の防災

対
策

地
域
で
支
え
あ
う
自
主
防
災

組
織

町
防
災
士
研
修
会
を
実
施
し

て
い
ま
す

令和７年度　町防災士研修会の様子
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
夢
抱
き
、挑
戦
し
て
き
た
道
の
り

ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ

ク（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）チ
ェ
コ
共
和
国
代
表

の
合
宿
中
、
セ
レ
モ
ニ
ー
や
表
敬
訪
問
で

通
訳
を
務
め
た
杉
尾
由
以
子
さ
ん
。
小
学

生
の
と
き
に
参
加
し
た
町
の
国
際
交
流
イ

ベ
ン
ト
で
「
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
」
と
感
じ
、
こ
れ
ま
で
語
学
の
腕
を
磨

い
て
き
た
。
中
学
生
の
と
き
に
は
ア
メ
リ
カ

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
挑
戦
。「
滞
在
先
の

家
族
と
の
会
話
で
ど
う
し
て
も
分
か
ら
な

い
言
葉
が
あ
り
、２
、３
時
間
か
け
て
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
温
か
み
を

感
じ
、
心
を
開
い
て
人
と
接
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
」。
語
学
力
だ
け

で
な
く
心
の
あ
り
様
も
大
切
だ
と
い
う
学

び
は
、
就
職
先
の
ホ
テ
ル
で
の
接
客
、
夫
の

野
球
就
職
に
伴
う
海
外
生
活
や
今
回
の
通

訳
な
ど
、
そ
の
後
の
挑
戦
の
舞
台
に
も
つ

な
が
っ
た
。「
今
回
、
私
が
通
訳
す
る
姿
を

見
た
娘
が『
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り

た
い
』と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
杉
尾
さ
ん
。
挑
戦
を
重
ね
る
杉
尾

さ
ん
の
足
跡
は
、
周
囲
の
人
の
道
し
る
べ
と

な
っ
て
い
る
。

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち

稗
田
在
住 

杉す
ぎ
お尾 

由ゆ

い

こ

以
子（
39
）さ
ん

挑
戦
の
先
に
広
が
る
世
界

204

POST CARD

お手数ですが
切手を貼って

お出しください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係 行

2026.４　vol.668

わが家の一番星わが家の一番星
鶴つ

る

た田
　
理り

の乃
ち
ゃ
ん

令
和
４
年
８
月
12
日
生
ま
れ（
３
歳
）

鶴
田
勝
さ
ん・由
依
さ
ん
の
長
女

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
可
愛
い
り
ー

ち
ゃ
ん
♥ 

優
し
い
と
こ
ろ
も
、
ふ
ざ
け

た
と
こ
ろ
も
、
食
い
し
ん
坊
な
と
こ
ろ

も
ぜ
ー
ん
ぶ
大
好
き
だ
よ
！

人
が
大
好
き
で
、
い
つ
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
祐
真
。
た
く
さ
ん
の
出
会
い
の
中
で
、

す
く
す
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

新に

い

ほ穂
　
祐ゆ

う

ま真
ち
ゃ
ん

令
和
４
年
５
月
10
日
生
ま
れ（
３
歳
）

新
穂
和
真
さ
ん・樹
里
亜
さ
ん
の
長
男

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！
毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

4月の旬の食材
・ジャガイモ
・タケノコ
・キャベツ
・アスパラガス
・イチゴ
※材料は全て 1 人分です

２月、ワールド・ベースボール・
クラシック（WBC）のチェコ共和
国代表が、本町で事前合宿を行いま
した。合宿期間中、選手・スタッフ
の皆さんを間近で見ていたことも
あり、私自身、チェコ共和国代表へ
の応援熱も次第に高まっていきま
した。▼迎えた「日本対チェコ共和
国」。チーム関係なく好プレーに喜
び、ミスに肩を落とす…。最強のス
ポーツ（応援）マンシップを身にま
とった私は、気付けばスマートフォ
ンの画面越しに、両チームに拍手・
声援を送っていました。▼合宿期間
中、応援メッセージを贈る子どもた
ち、炊き出しで歓迎する商工会女性
部の皆さん、出店で盛り上げる事業
者の皆さん…そのほか多くのまちの
皆さんの温かい姿にも触れることが
できた、貴重な時間でした。

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表） 
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和８年４月１日号No.668

わが家の一番星 
町のLINE公式アカウントからお申し込みください。トー
ク画面で「一番星」とメッセージを送信すると、申込フォー
ムの案内メッセージが表示されます。
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三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り

No.162

「よかもんや創業祭」
日時:4月29日（水・祝）午前10時~午後3時

イベント
出店情報

❺❺

三
股
町
物
産
館「
よ
か
も
ん
や
」は
、

今
月
16
日
に
17
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
日
頃
よ
り
ご
来
館
い

た
だ
き
、
温
か
く
支
え
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ま
の
お
か
げ
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、

ご
縁
を
い
た
だ
き
、
西
米
良
村
や
鹿
児

島
県
出
水
市
の
皆
さ
ん
と
物
産
交
流
を

行
い
、
大
変
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら「
よ
か
も
ん
や
」

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
さ
て
当
館
で
は
、
今
月
29

日
に
行
わ
れ
る「
早
馬
ま
つ
り
」に
合

わ
せ「
よ
か
も
ん
や
創
業
祭
」を
開
催

予
定
で
す
。
今
回
は
、
鹿
児
島
県
大
崎

町
と
錦
江
町
の
皆
さ
ん
と
の
物
産
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
大
崎
町
の

皆
さ
ん
と
は
、
２
０
２
１
年
よ
り
交
流

を
重
ね
、
今
年
で
６
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
店
頭
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

（申込者多数により、申し込みを一時停止する場合があります）
町のLINE

公式アカウントはこちら

問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）
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●
お
か
げ
さ
ま
で「
17
周
年
」

★総エネルギー　694 キロカロリー　塩分：2.4g

❶ 主食 /白ごはん
243㌔㌍　塩分０㌘
材　料　�ごはん…150㌘

❷ 主菜 /新ジャガオムレツ
310㌔㌍　塩分 1.5㌘
材　料　�卵…1.5 個、ジャガイモ…40㌘、ヒジキ（干）…1㌘（小

さじ1）、ゆでタケノコ…40㌘、サヤインゲン…10㌘、
ミニトマト…2 個、▲ピザ用チーズ…10㌘、▲塩…小
さじ1/10、▲コショウ…少々、バター…15㌘

作り方	 ①�ヒジキは水で戻し、水気を切る。
	 ②�ジャガイモとタケノコは１㌢角のうす切りにする。サ

ヤインゲンは１㌢幅、ミニトマトは４等分に切る。
	 ③�フライパンにバター半量とジャガイモを入れフタをし

て弱火で加熱する。時々混ぜ、透明になってきたら
タケノコ、サヤインゲンを加えて炒める。

	 ④�ボウルに卵を割り入れ、▲を入れてよく混ぜる。ヒ
ジキとミニトマト、③を加えて混ぜる。

	 ⑤�③のフライパンに残りのバターを溶かし、④を一気
に流し入れ、強火にかける。菜箸で軽く混ぜなが
ら火を通し、固まってきたら弱火にしてフタをする。

	 ⑥裏返してフタをして１分焼く。
❸ 副菜 /アスパラのレンジ蒸し
21㌔㌍　塩分 0.2㌘
材　料　�アスパラガス…50㌘、ポン酢…小さじ1/2、ゴマ油…

小さじ…1/4
作り方	 ①アスパラガスを斜め薄切りにする。
	 ②�耐熱容器に入れ、ゴマ油をまぶしラップをして電子

レンジで２分ほど加熱する。
	 ③ポン酢で和える。
❹副菜 /春キャベツのスープ
30㌔㌍　塩分0.6㌘
材　料　�キャベツ…50㌘、玉ネギ…30㌘、ニンジン…20㌘、

◆ホエー + 水…150㍉㍑、◆コンソメ…小さじ1/2、
コショウ…少々

作り方	 ①�キャベツの芯はうす切り、葉は手でちぎる。タマネ
ギとニンジンは細切りにする。

	 ②鍋に①と◆を入れて柔らかくなるまで加熱する。
	 ③コショウを振り、味を調える。
❺もう一品 /イチゴのヨーグルトゼリー
99㌔㌍　塩分0.1㌘
材　料　�イチゴ…50㌘、無糖ヨーグルト…100㌘、●粉ゼラ

チン…1/4 袋、●水…小さじ2、砂糖…小さじ2
作り方	 ①�ヨーグルトはペーパータオルを敷いたザルに入れ、

約 3 時間おいて水気を切る。( 冷蔵庫 ) ※ここで出
たホエーはスープに使う。

	 ②●を耐熱容器に入れて混ぜる。
	 ③�イチゴはヘタをとり、飾り用に１個残して、フォーク

などでよくつぶす。砂糖と１を加えてよく混ぜる。
	 ④�②を電子レンジで２０秒ほど加熱して溶かし、③に

入れて全体をよく混ぜ、器に入れて冷蔵庫で冷やし
固める。

	 ⑤飾り用のイチゴを飾る。

❶❶
❷❷

❸❸ ❹❹

❺❺
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